





























































































































































































































国 民 道 徳（4 回


















































































































































































































































































































































































市 中 央 会 議 所）、9 月
21日～10月0日





























会 議 事 堂）、5 月 15～
17日
・『感化教育の本態』（矯




























央 会 議 所）、9 月 20～
10月29日
・未確認 ・講義時間は12時間























年 1 月 17 日、25 日」、




















































猿 江 善 隣 館）、2 月 26
日～5月5日
・『少年教護の理論並実














際』（矯 正 図 書 館「菊 池
文庫」KI-559）
・矯正図書館「菊池文庫」























際』（矯 正 図 書 館「菊 池
文庫」KI-617）？





















































































































B.1 』（矯 正 図 書 館「菊
池文庫」）に所収
・講義時間は時間
































































































・『児童保護』8 巻 8 号
（p.87）に記載



























































東 京 放 送 局、10 月 10
・『少年教護について（放
















































職 員 講 習 所、5 月 15、
22日





















































































































































































190：96-100）、『感 化 教育』12 号（1928）の「会報」欄（p.91）でも第 2 回 
感化教育講習会と記載された。190（昭和5）年の開催でも第回感化教育
講習会と記載され、同講習からヶ月の長期講習が実施された。191（昭和
66
6）年は第4回感化教育講習会とともに、短期講習の児童保護講習会が復活
し、回数は第2回ではなく第回となっている。単に回数を誤っただけなの
かは不明であるが、192（昭和7）年からは第4回児童保護講習会となる一
方で、感化教育講習会の回数に変更が加えられて第回となっている。つま
り、この時点で短期講習を児童保護講習会、長期講習を感化教育講習会と
位置づけ、1928（昭和）年の感化教育講習会が短期であったため、児童保
護講習会と読み替え、それぞれの講習会の回数あわせを行ったように思わ
れる。なお、『児童保護』1巻4号（191）の「児童保護彙報」欄（p.1）で
は、第回児童保護講習会開催予告が記載され、「昭和2年及び年に於いて
児童保護講習会を開催した」とあるが、後に日本少年救護協会でも本稿と
同様の換算方法を採用した�日本少年救護協会198：25（附録部）〕。いず
れにせよ、192（昭和7）年時点で両講習会の通算回数を揃えたようであり、
その点の違いを（　 ）で示し、表5の備考欄でその旨を記載した。
４  195（昭和10）年1月から開催された日本少年教護協会主催少年教護委員講
習会は回数が振られておらず、6月から開催された日本少年教護協会主催少
年教護事業講習会は第2回となっている。少年教護委員講習会を第1回と換
算したのか、それとも前年に少年教護事業講習会が実施されていのか詳細
は不明である。ただし、「少年教護事業」『少年教護講義要項』（矯正図書館
「菊池文庫」）では、「昭和9年第1回協会講習会講義の一部」と記載がある
（p.1）。「第１回協会講習会」とは、日本少年教護協会を指すことも予測され
るが、後に日本少年教護協会では少年教護委員講習会を第１回と換算した
ようであり�日本少年教護協会198：25（附録部）〕、この協会が何かは不
明である。表5では事実関係が不明であるため、少年教護委員講習会のまま
記載した。
５  戦時下の菊池の辞職の意味については、別稿で論じている（竹原2010）。
６  同打合会に菊池が参加した記念写真が安専寺に保管されていることも確認
している�2011（平成2）年8月1日（於安専寺）、ご遺族の所有写真より
閲覧〕。なお、同打合会の同月、武蔵野学院長時代に1940（昭和15）年から
厚生省より依頼されていた全国の少年教護院に関する調査結果について、
日本少年教護協会『全国少年教護院に関する調査』として小冊子で公刊さ
67菊池俊諦の児童保護事業職員養成活動－実務家兼研究者としての役割（付）菊池俊諦児童保護事業職員養成活動記録
れた。既に現場は退いていたが、同調査を担当してきた菊池が同書の編者
として記されている。
